






(Robinson Cms問 1719)とリチヤードソン (S嗣 uelRichardson，l689-1761)の『パミラJ(p.制 ela，l740)

































































































ヴイヴズ (JoannesLudovicus Vives)の本を翻訳した、リチヤード・ハイド (RichardHyde)の『立ち
13 
居振る舞いのお手本j(A Manua1 of Behaviour [London : Thomas Berthelet， 15297])であろう O 同じく、




Lyly， 15547-1606)の『ユーフューズとイギリスj(Euphues and His England， etc. [London: for Gabriell 
Cawood，1580]) も忘れてはならない。 2年前に出版された『ユーフューズ、ウイットの分析j
(Euphuse，的eAnatomy of Wit， 1578)には、‘theladies and gentlewomen of England'という献辞がつけられ
ていたことも忘れてはならないだろう。さらには、 r5人の姉妹がいて、 2度結婚し、 4人の娘がい
たので、中流家庭の妻と母へのアドバイスとして、中庸、美徳、純潔、宗教、それに夫に従う従}I貢
な妻の生き方を強調J10)している、 1)チヤード・ブラスウェイト(RichardBrathwait)の『イギリスの

































































































































































によって、 19世紀の半ばにかなりの人々が字が読めるようになっていたことが分かる O ガヴァネス
という職業そのものが、わが娘、わが息子に読み書きの手ほどきを教えることであり、この時期識
字率も高まっていた。 1833年「連合王国の工場の見童および年少者の労働を規制する法律jによって、


























をあげよと言われれば、わたしはためらうことなく、‘thesurvival of the fitest' (適者生存)をあげる。
ヴイクトリア時代の中期、 1859年に出版されたチャールズ・ダーウイン (CharlesDarwin，l809-82)の
『種の起源j(The Origin of Species，1859)には、 naturalselection (自然、j句汰z 自然選択)、 strugglefor 
巴xistence(生存闘争)、 thesurvival of th巴伽凶(適者生存)というこの時代を象徴的に映しだすことば
が数多く見いだせる。もちろん、 thesurvival of the自白estという用語はダーウインの造語ではなく、ス

































































子どもに近い、と結論した。(EdwardDrinker Cope， The OIIg担 of的eFitest，l槌7/Havel∞kEllis，M四




での男性、女性の性差が強調された。 (G巴orgeRomanes， 'Mental Differences between Men and 





けられた。 (FrancisGalton， Inqumes inωHuman Facu1ty and Its Development， 1部3/ J.McGrigor Allan， 





(Herbert Spenser，‘Psychology of the Sexes，' 1873-4 / Balfour Stewart， The Conservation of Energy， 1部1/









ヒルデ・シユメルツアー (HildeSchmolzer，1937 -)の f魔女現象J(Phanomen Hexe - Wahn und 
Wirk1ichkeit im Lauf der Jall1加nderte，l986)を初めとする最近の「魔女j研究によってイギリスだけで
なく、ヨーロッパ全体を襲った「魔女裁判jが実はその根底に「女性差別」があったことを明らか
















































に論じている。また、内田毅， rイギリス小説の社会的成立j(研究社， 1960)、岡本成践， rイギリス
近代小説の形成J(桐原書庖，1975)も18世紀イギリス文学とジャーナリズムについて論じている。
2)参照，浅田賓， r東インド会社J(講談社現代新書，1989)，pp.l07司26.
3)V.ウルフ(西川正身・安藤一郎訳)， r私だけの部屋J(新潮文庫， 1952) / V.ウルフ， (川本静子訳)， 
『自分だけの部屋j(みすず書房，1993)/松村加代子， r私ひとりの部屋』一女4性と小説(松香堂， 1984) 
4)1994年7月、イギリスの大英博物館を訪れた時、‘England:Books for Women'という特別展示を開催し
ており、そこに展示されていた本と、その説明をノートに書き写したものを参考にしている。
5)参照，小林章夫， rコーヒーハウスー一都市の生活史一一18世紀ロンドン一一J(騒々堂， 19剖) / 
23 
長島伸一， r世紀末までの大英帝国j(法政大学出版局， 1987) /角山栄・村岡健次・)11北稔， r産業
革命と民衆J(河出文庫，1992)
6)岡本成践， rイギリス近代小説の形成j，pp.314-48. (rXI第18世紀社会事情と小説の誕生J)






1)1本静子， rガヴァネスj(中公新書， 1994)， p.l4. /小池散， r英国流立身出世と教育J(岩波新書，
1992)， pp.92-128. /青山誠子， rブロンテ姉妹一女性作家たちの19世紀-J(朝日選書， 1995)， p.87. 
12)夏目激石， r文学論J(激石全集第9巻，岩波書庖，1966)，p. 365-69. 
13)lbid.， p.365. 
14) lbid.， p.370. 
15)東秀紀， ri敷石の倫敦、ハワードのロンドンJ(中公新書，1991)，pp.20-21. 
/参照，矢本貞幹， r夏目激石j(研究杜，1971) /今井宏， r日本人とイギリス j(ちくま新書，1994)
16)参照，エンゲルス(岡茂男訳)， rイギリスにおける労働者階級の状態Jr全集J2 (大月書庖，1960)
17)夏目激石， r文学論j，p.369. 
18)参照，山脇百合子， r英国女流作家論.1 (北星堂書庖，1978)，p.6. 
19)長島伸一， r大英帝国j(講談社現代新書，1989)，pp.l16-19. 
20) )1本静子， rガヴァネスJ，p.3. 
21)参照，松村昌家， r明治文学とヴィクトリア時代j(山口書庖， 1981)， ppふ24./小池滋， r英国立身出
世と教育1， p.1O-18. 




ンゲール伝J(メヂカルフレンド社， 1979) /エドワード・クック(中村妙子他訳)， rナイティンゲー
ル[その生涯と思想]j I，lI， il(時空出版，1994， 1995) 
25)シンシア・イーグル・ラセット(上野直子訳)， r女性を担造した男たち一一ヴイクト 1)ア時代の性
差の科学一一j(工作舎， 1994) 
26)ヒルデ・シュメルツアー(進藤美智訳)， r魔女現象J(白水社， 1993)， p.21. 
27)浜林正夫， r魔女の社会史J(未来社， 1978)， pp.67-73. 
28)ヒルデ・シユメルツアー， r魔女現象J，p.l95. 




( 1)ブロポート， 1987) 
本論文で論じた書物の日本における翻訳書(本文中で示したものについては省いている。)








2. Samuel Richardson， Pamela， or Virtue Rewarded (1740) 
篠田銀策、『パミラj(研究社、昭和17年)
海老池俊治、『パメラJ(筑摩書房、昭和41年)








4. Sir Philip Sidney， Arcadia (15卯)
村車好俊、『ニュー・アーケイデイアj第1巻(大阪教育図書、平成元年)
5.Jan巴Campion，The Piano (1992) 
斎藤敦子、『ピアノ・レッスン.1(新潮文庫、平成5年)
6. Hemy Fielding， An Apology for配 L能。IfMrs Shamela Andrews (1741) 
能口 盾彦、『シャミラj(朝日出版社、昭和60年)
和田 敏英、『パミラ異開j(開文社、昭和62年)












9. Charl巴sDarwin， The Qngin of ~戸cies (1859) 
八杉龍一、『種の起源j上・下(岩波文庫、平成2年)
10. J.A. and Olive Banks， Feminism and Family Planning加 VictonanEngland (1965) 
河村 貞枝、『ヴイクトリア時代の女性たちーフェミニズムと家族計画j(創文社、昭和55年)
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